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石狩湾新港の変遷と位置

・国際貿易港として開港(CIQ指定)してから、本年6月10日で30周年を迎えた新しい港湾

・北海道の政治・経済の中心である札幌に最も近い港湾(北日本最大級の経済圏に位置)

石狩湾新港の変遷
明治年間 ファンゲント、C・Sメーク、

岡田文吉、広井勇ら各氏によ
り、石狩湾に新たな港湾を建
設するという構想が立てられ
る。

昭和14年 北海道庁が「石狩湾修築並び
に工業地帯造成計画」を立案
するも戦時下で時局悪化のた
め中止

昭和45年 第３期北海道総合開発計画
閣議決定

昭和47年 石狩湾新港地域開発基本計画
庁議決定

昭和48年 重要港湾に指定、東防波堤
工事着手

平成６年 国際貿易港として開港
（CIQ指定）

平成９年 外貿定期コンテナ航路開設

平成15年 リサイクルポートに指定

平成22年 重点港湾に選定

平成23年 LNG機能に係る日本海側拠点
港に選定

平成29年 農水産物輸出促進計画の認定

【石狩湾新港の位置】
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石狩湾新港地域
・石狩湾新港を核とした総面積3,022haに及ぶ石狩湾新港
地域はエネルギー関連企業、食料品製造業、道内最大規模
の冷凍冷蔵倉庫群、データーセンター、物流センターなど
多種多様な企業が立地操業しており、2024年6月末現在、
操業企業数は711社、地域内雇用者数は約20,000人と札幌
圏の産業活動を支える拠点として発展し続けている。

10km

【出典：石狩開発株式会社HP】

石狩湾新港

石狩湾新港地域
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第１船入港

国際貿易港として開港

貿易額過去最高(R4：2,506億円)

取扱貨物量と貿易額
・取扱貨物量と貿易額は人口減少の中であっても増加傾向
・令和４年は、貿易額過去最高を記録

取扱貨物量と貿易額の推移

外貿定期コンテナ航路開設

リサイクルポート指定

日本海側拠点港に選定(LNG機能)

重点港湾に選定

農水産物輸出促進計画の認定(全国第１号)
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平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和1年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
韓国 56,834 54,272 35,542 46,533 59,380 72,282 96,568 72,619 53,764 35,524 56,341 73,852
中国 13,861 29,316 17,256 9,312 12,274 28,602 6,910 5,005 30,003 31,680
台湾 6,037 6,632 13,082 9,008 10,537 12,500
⼩計 70,695 89,625 59,430 68,927 71,654 100,884 103,478 72,619 67,777 65,527 98,558 86,352
ベトナム 5,208 21,610 59,587 84,505 77,311 40,009 97,660 33,821 59,841 40,512 40,800 13,000
バングラデシュ 6,111 27,755 45,000 24,005 85,724 83,014 85,513 89,400 96,900
インドネシア 11,000 9,500
マレーシア 5,135
フィリピン 5,605 15,500 7,000
⼩計 10,343 21,610 59,587 90,616 105,066 85,009 132,665 119,545 142,855 141,130 145,700 116,900
ロシア 6,303 4,000
⼩計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6,303 4,000 0

81,038 111,235 119,017 159,543 176,720 185,893 236,143 192,164 210,632 212,960 248,258 203,252
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石狩湾新港における金属くず(鉄スクラップ)の輸出量

令和５年の輸出貨物の品目割合

・金属くずの輸出量は増加傾向、輸出量の約７割が金属くず

・輸出先は、東アジアから東南アジアへシフト（船舶の大型化が進む）

金属くず輸出量の推移

輸
出
の
約
７
割

輸出国別の金属くず輸出量の推移

単位：ｔ
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東地区
中央地区

⻄地区

樽川地区

金属くず(鉄スクラップ)荷役状況－東ふ頭－

・金属くずは、主に東ふ頭-10m岸壁を利用して荷役（輸出）

花畔地区

整備中

【東ふ頭-10岸壁荷役状況】
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現状と課題
・岸壁水深の不足による減載出港

・今後増加が見込まれる金属くず輸出へ対応するための用地が不足

６



課題への対応
・大型船に対応するための岸壁整備（-12m岸壁：30,000DWT級の船舶へ対応）

・用地不足へ対応するためのふ頭用地の整備

約９ha

ふ頭用地9.9ha

港湾施設用地
1.9ha

航路・泊地(水深12m)27.5ha

整備中の-12m岸壁

ふ頭用地護岸（鋼矢板打設状況）
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港湾間連携に向け複数の港湾管理者と意見交換

港湾間連携のポイント
➀港湾間での鉄スクラップの品質が同等であること
②鉄スクラップの在庫や相場のタイミングを合わせること
③今から連携に向けた企業間での信頼関係の構築をおこなうこと
④ボリューム調整可能なコントロールタワーがあること
⑤そのコントロールタワーでは３万トン級の大型船に対応でき、
１０㌶以上の背後ヤードが必要であること
⑥高い荷役能力とダストシェーカーやギロチンシャーといった品質
維持性能の向上が必要
⑦品質基準の構築と検収基準の確立・遵守が必要であること

・複数の港湾による連携した輸送により、取り扱いが少ない港湾からも、遠⽅国への輸出が可能となる

⽯狩湾新港

釧路港

仙台塩釜港

秋⽥港

境港

室蘭港
苫⼩牧港

⼋⼾港

釜⽯港

東京港

⽊更津港

川崎港
三河港

三島川之江港
宇部港 徳⼭下松港

三池港

北九州港

姫路港
神⼾港

舞鶴港

姫川港

酒⽥港

能代港

意⾒交換した港湾
(鉄スクラップの輸出実績有)

リサイクルポート

R2年9⽉17⽇ 意⾒交換

R2年9⽉10⽇ 意⾒交換

R2年9⽉4⽇ 意⾒交換
R2年10⽉16⽇ ⽯狩湾新港を視察
R6年3⽉7⽇ 意⾒交換

R2年8⽉26⽇意⾒交換

直江津港
R6年5⽉21⽇ 意⾒交換

伏⽊富⼭港
R6年10⽉17⽇ 意⾒交換
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